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はじめに 

 茶運び人形とは、１８世紀頃の江戸時代に多く作られたようで、当時の先端技術であっ

た時計の技術を持った職人たちによって作られ、改良を加えられながらひとつの完成され

た姿になっていったようです。西欧の Automata のように、金属の加工技術が十分に発達し

ていなかった日本では、機構部分は木製、着物は布製、動力のゼンマイにいたっては鯨の

ヒゲといった材料で作られていたため、完全な形で残っているものはほとんど無く、類似

の踊りながら歩く人形や、一部機能の欠けたものがあるのみのようです。では何故 茶運

び人形が現在に伝えられているのかというと、細川半蔵という人によって寛政８年（１７

９６年）に書かれた「機巧図彙」という本があるからなのです。この本には、当時のいろ

いろなからくりの構造とともに、茶運び人形の構造から各部品の寸法までが書かれていま

す。この本のおかげで完全な茶運び人形の形が現在でも知ることができ、またこの本に書

かれている茶運び人形こそが、ひとつの完成された形といえるのではないでしょうか。そ

れは茶運び人形を構成する各種機能がほぼ完全な形で組み入れられていると私は考えてい

るからです。それらを箇条書きにあげてみますと 

・ 冠形脱進式調速機を備え走行スピードを制御していること。 

・ カムとリンク機構により、走行軌跡をシーケンス制御していること。 

・ 手に持ったお盆に湯飲みを載せ降ろしすることによる腕の上下がスイッチ機能を持ち、

茶運び人形の前進と停止が制御されていること。 

・ 鯨のヒゲゼンマイの動力を内蔵し、ひとつの独立した機械となっていること。 

・ 主軸と動力を伝達する歯車の間はラチェットを介してつなぐことにより、動力のネジを

巻くときは歯車に回転は伝わらずゼンマイが巻かれ、ゼンマイが動力を発生する方向に

は回転が伝わるようになっていること。 

・ お茶を運ぶという動作をいかにも人形がやっているかのように見せるための、首を振り、

足を交互に動かす擬装動作を備えていること。 

以上のような機能を有して初めて、茶運び人形が『お盆に湯飲みを載せると首を振り歩く

かのように前進し、湯飲みを取り上げるとその場で停止し、再度空になった湯飲みを載せ

るとＵターン動作をして戻っていく。』という茶運び人形らしく動くことができているので

はないかと私は考えています。 

 以上にように考えると、茶運び人形とは『お茶を運び 空の湯呑を持ち帰る。』という一

連の動きを最もシンプルでスマートに実現した一つの機械ということなのです。昨今のロ

ボットブームの中、茶運び人形も江戸時代のハイテクロボットなどといわれて取り上げら

れ、私などにはかえって何か軽いもののように感じてしまいますが、一つの機械として見

ても限定された機能ではありますが、動力を内蔵し速度や走行経路を制御しながらお茶を

運ぶという機能は、最もシンプルな形のロボットそのものなのではないでしょうか。 

 なぜ茶運び人形を何故紙で作ろうと思ったかというと、情緒的なお話は第１章を読んで

いただくとして、紙で作ることにより、ゼロから自分ひとりの手で機械の全てを作れると



いう思いと、産業廃棄物にならない自然に朽ちていく機械を作りたいという思いからでし

た。それらの思いは、私なりに達成されましたが、作りながら思ったことは、機械だから

といって何もそんなにきちっと動かなくてもいいのではないかということでした。日頃稼

働率、製品不良率、加工精度など一見理不尽とも思える要求をつきつけられながら、仕事

として機械設計をしているわけですが、機械だからといってそんなにきちっと動かなくて

もいいのではないか、たとえ１０回に１回しか動かなくても十分納得できる機械（茶運紙

人形のことですが・・・）もあるということでした。１００回が１００回、１万回が１万

回きちっとしか動けないヤボな機械よりも、１０回に１回しか動かない機械のイキがあっ

てもいいのではないかということでした。そんなイキを多くの人にも知ってもらいたいと

思いながら、「茶運紙人形をつくる ＬＩＶＥ」を連載していました。当初一体目の不具合

を改善したＣＡＤ化した展開図を作れば、それなりのものが作れるだろうと考えていたの

ですが、そう簡単にことは運ばず、二体目の製作にもそれなりの時間と手間を注ぎ込まな

くてはいけない状態となってしまいました。しかしその中で、展開図だけでは作れないだ

ろという思いから、私が茶運紙人形の製作で得たノウハウさえ知っていれば、他の人にも

作れるのではという思いに変わりました。それは二体目を作ったとき感じた、できるとい

うことが解っている安心感のようなものからでした。それは初めての製作のときのような、

できるかどうかも解らずただ闇雲に作り、うまくいかなければ始めからやり直しというよ

うなことではなく、このやり方なら必ずできることが解った上で、組立や調整を進めてい

けばいいのだということからです。 

とはいえ簡単にはできないことも保障します。それはたとえＣＡＤ化した展開図から作

った部品でも、全く同じものはできないのです。それを組み立てるにはそれぞれに合せた

調整が必要になってくるからです。つまり私ですら作るたびに新しい茶運紙人形を作ると

いうことになるわけで、作る方によりそれぞれ違うものを作るということになります。こ

れは、はからずも当初私が願った、『茶運紙人形をゼロから全て自分ひとりで作る』という

ことになったわけです。茶運紙人形を作ることを通して、私が感じた楽しさ、オモシロサ、

喜びなどが解っていただければと思います。 

最後に、実際に茶運紙人形を作ってみようと思われる方は、３章からお読みいただけれ

ばよい構成になっていますが、２章をお読みいただけると結構参考になるのではないかと

も思っています。では茶運紙人形製作の始まりです・・・。 

        


